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水冷熱交換器 側面取付型 取扱説明書 

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

ご使用の前に必ずこの説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

（この説明書は、必ず保管しておいてください。） 

安全上のご注意 
施工、使用（操作、保守、点検）の前に必ずこの取扱説明書とその他の注意書きをすべて熟読し、 

正しくご使用ください。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用

ください。この取扱説明書では、安全注意事項のランクを｢危険｣｢注意｣として区別してあります。 

危 険 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける可能性が

想定される場合。 

注 意 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害を受ける可能性が

想定される場合、及び物的損害だけの発生が想定される場合。 

なお、        に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

■使用上の注意 

   危 険 
・本器の故障が原因で人命及び社会的に重大な影響を与える恐れがある場所(医療関係、航空宇宙関係など)には使用しないでくださ

い。 
・異常時（焦げ臭いなど）は運転を停止し、電源を OFFにしてください。故障、感電、火災等の原因となります。 
・電源電圧は使用電圧を超えないようにしてください。故障、感電、火災等の原因となります。 

・次のような場所では使用しないでください。故障、感電、火災等の原因となります。 
●高湿となる場所 ●腐食性ガスのある場所 ●可燃性ガスのある場所 ●可燃性ガスが漏れる恐れのある場所  
●導電性粉塵（カーボン繊維、金属粉など）のある場所  

 

   注 意 
・制御盤に取付けた状態での運搬はしないでください。破損の原因になります。 

・精密機器ですので振動、衝撃などを与えないでください。故障及び破損の原因となります。 
・屋内専用タイプですので、屋内に設置される密閉型制御盤以外での使用はお避けください。 
・取付制御盤に対する耐電圧試験を行う場合は､製品の電源線､アース線を取外して行ってください。 

・定格電圧でご使用ください。故障の原因となります。 
・保守、点検は専門知識を有する人が定期的に行ってください。 
・長期間の使用で取付部（ボルト、ナット）などが傷んでいないか、定期的に点検してください。 

・清掃や保守、点検の時には必ず電源を OFFにし、電源の供給を止めてください。また冷却水の流水及び流出のバルブを閉じてから 
行ってください。水漏れの原因となります。 

・製品の上に乗ったり、物を載せたりしないでください。 

・長期間（冬場等）使用しない場合は電源を OFFにしてください。 
・次のような場所では使用しないでください。故障、誤動作等の原因となります。 
●高温となる場所 ●極度に塵埃やオイルミストが多い場所 ●振動、衝撃のある場所 

 ●塩分を多く含んだ場所 ●ノイズ(電界、磁界)の強い場所 
・水冷熱交換器を移動するときは内部の水を抜き、傾けないでください。水漏れによる故障の原因となります。 
・通水する冷却水は、水質(水質基準の項：P6参照)を遵守してください。配管腐食の原因となります。 

・冷却水の通水量は、各機種が定める適正水量をお守りください。配管磨耗の原因となります。 
・冷却水路には、他の機器及び本器の保護の為、ウォーターハンマー防止器などで対策を行ってください。 

■施工上の注意 

   危 険 
・電気工事(取付、施工)は有資格者が行ってください。 
・電気工事は「電気設備技術基準」及び「内線規定｣を厳守し、必ず専用の電源回路としてください。 
・取付は取扱説明書に従って確実に行ってください。 

・取付は重量に十分耐える所に確実に行ってください。 
・地震に耐える制御盤に取付けてください。 
・電源接続の際、端子ねじは確実に締付けてください。 

・配管には指定部材を使用して接続部からの漏水がないよう確実(配管接続の項：P5参照)に行ってください。 
・ドレン工事は確実に排水できる配管(付属のドレンホースなど)を使用してください。 
・内部の水が凍結しない場所に設置してください。(冬期など、凍結の恐れがある場合には、本器管路内の水を抜いてください。) 

・配管工事の際に管のねじ切りなどを行ったときは、本器へ配管する前に管内の異物、切削粉等の除去を行ってください。 
・ごみなどが流れてくる可能性がある場合には流入口側にストレーナ 
(120メッシュ程度)などを必ず設置してください。 

・組付けに際して､ナットを適正締付トルク値にて締付けてください。 
締付けが不十分ですと破損、落下の原因となります。  
また、締付け過ぎの場合は、ねじタップを破損する恐れがあります。 

ねじの種類 適正締付トルク 

取付ナット(M6) 
4～5N･m 

(40.8～51.0kgf･cm) 

注意 
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■感電に対する注意 

   危 険 
感電の恐れがあります。 
・通電中は端子台にさわらないでください。 

・電源接続後、端子台に付属の端子カバーを取付けてください。 

・接地端子（アースねじ）を利用して、本体のアース接続を必ず行ってください。 

・電源線やアース線は指定線径未満のものは使用しないでください。 

・電源には漏電ブレーカを取付けてください。 

・濡れた手で操作しないでください。 

■ファンに対する注意 

   注 意 
 

けがの恐れがあります。 
・フィンガーガードを外さないでください。 

・ファン回転部に指や異物などを絶対に入れないでください。 

・保守、点検作業は必ず電源を切り、ファンの羽根の回転が停止してから行ってください。 

 

 

■仕 様 

型       式 OCW-2900B-200V 

外形寸法 W×H×D(㎜) 380×1000×180 

冷 却 能 力 (注 1) 2700/2900W 

定 格 能 力 (注 2) 108/116W/K 

本  体  質  量 24.5kg 

使 用 

周  囲 

温 度 制御盤内 20～50℃/制御盤外 5～60℃ 

湿 度 85％Ｒ.Ｈ以下 

 騒     音 (注 3） 約 50/53dB(A) 

 保 護 等 級 (注 4） IP5X（カテゴリー2） 

サーモスタット温度定格 動作温度(ON）：35℃、復帰温度(OFF):31℃ 温度公差±3K(℃) 

電 気 仕 様  

定 格 電 圧 単相 AC200V±10％ 

定 格 周 波 数 50/60Hz 

定 格 電 流 (注 5) 0.3/0.4A 

始 動 電 流 (注 5) 0.8/0.8A 

定 格 消 費 電 力(注 5) 54/67W 

適 正 水 量 5 l /min 

最 高 使 用 水 圧 0.5MPa 

注 1. 制御盤内温度 35℃、冷却水温度 10℃（制御盤内温度と冷却水温度の差が 25℃）の条件下における冷却能力です。 

注 2. 制御盤内温度と冷却水温度の差が 1℃あったときの能力です。 

注 3. 騒音は反響音の少ない無響音室で測定した値です。現地での据付環境、及び反響によって騒音値は大きく影響されま

すので注意が必要です。 

注 4. 制御盤へ取付けた場合の制御盤に対する性能です。 

注 5. 定格電流、始動電流、定格消費電力は単相 AC200V（制御盤内/外 35℃）の値です。 

 
■外 観                  ■付属品 

 

 
取付用ナット(M6) 4個 

端子カバー取付用ねじ(M3×6) 2本 

ドレンホース（φ20×2000） 1本 

ホースクランプ 1個 

端子カバー 1枚 

取扱説明書 1部 

回転物注意 

感電注意 
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■各部名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■動作原理 
冷却水と制御盤内との温度差を利用し、制御盤内の熱を冷却水

に伝達させることによって冷却する水冷式の熱交換器です。 

熱交換器内部には、冷却水を通水する管路及び熱交換のための

ラジエタ、冷却ファンなどを設けており、制御盤内の空気を冷

却ファンでラジエタに送風して冷却し低温空気として制御盤内

に戻します。制御盤内の熱はラジエタによって冷却水に伝達さ

れ、水と共に外部へ移動されます。 

これにより、制御盤の密閉状態を損なわずに冷却し、収納され

る機器、電子装置などを熱、ほこりの障害から守ります。 

 

 

 
■取 付 
・周囲温度 60℃以下の場所に設置される各種制御盤に取付けてください。 

注）周囲温度が 60℃を超えない場所でも、炉の近くなどで輻射熱を直接受ける場所では遮蔽板（断熱板、

反射板）を設けてください。 

・冷却水が凍結しない場所に設置してください。 

注）冷却水の凍結による配管の破裂により、漏水が発生する原因になりますので注意してください。 

・制御盤は密閉状態としてください。 

注）冷却能力の低下、結露原因及びドレン水発生原因となりますので注意してください。 

・制御盤の外側面に垂直に取付けてください。 

注）・制御盤の天井面に取付けないでください。 

・上下逆さまに取付けないでください。 

・運搬、取付作業の際、振動、衝撃などを与えないでください。 

・吸気口及び排気口の通風を妨げないよう、また、吐出し空気が直接

本器吸気口に流入しないよう取付位置に注意してください。 

(冷却能力の低下と結露の原因となります。) 

・障害物からの距離を 150㎜以上にすることをお勧めします。（図 1） 

・保守点検、清掃の容易な場所に取付けてください。 

 

冷却ファン 

ドレンパイプ 

ラジエタ 

パッキン 

端子台 7P(M4) 
（電源、接地、警報出力用） 

出水口 

障害物 

入水口 

制御盤 
冷却ファン 

ラジエタ 

出水口 

入水口 

ドレンパイプ 

吸気口 

排気口 

冷風 

制御盤外側 制御盤内側 

図 1 設置条件（障害物との距離） 

150 

水冷熱交換器 

表示ランプ 

(電源、高温警報、 
漏水警報) 

カバー取付ねじ 

ファン取付ねじ 

サーモスタット 

（左側：ファン運転用） 
（右側：高温警報用） 
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●取付方法 
下記の手順にて制御盤へ取付を行ってください。 

危 険 

・取付作業は必ず二人以上で作業を行ってください。 

①制御盤の外側面に取付寸法図に従って抜き穴加工してください。(図 2)  

注）・取付穴の大きさは IP性能に影響しますので、必ず指定寸法で加工してください。 

・取付面にバリが生じた場合には、IP性能等に影響しますので必ずバリ取りを行ってください。 

・抜き穴加工した取付面は錆が発生する恐れがありますので、タッチアップペイント等で必ず補正を 

行ってください。 

②制御盤に本器を取付けて付属の取付用ナット（M6）にて、制御盤に確実に固定してください。 

注）取付ナット（M6）を取付ける際の締付トルクは 4～5N･m(40.8～51.0kgf･cm)としてください。 

③取付面に隙間ができないようにしてください。 

注）隙間ができる場合は、制御盤の取付面を補強するか、取付面にシーリング処理をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●ドレンホースの接続 

高温、高湿度環境や隙間の多い制御盤、あるいは制御盤の扉を開いたま 

ま運転をした場合、低温の冷却水が通水されるとドレン水が発生するこ 

とがありますのでドレンホースを接続してください。 

ドレンパイプに付属のドレンホースを接続して使用される場合は、本器 

からの排水をスムーズにし、水漏れを生じないようにするため、下記 

の点に注意してください。 

 

注）・ドレンホースはドレンパイプから抜けないようホースクランプで 

確実に固定してください。（ドレンホースはドレンパイプの根元 

まで差込んでください。）（図 3） 

・制御盤への本器取付け時に前後、左右とも傾きがないよう（±2° 

以下）に、水準器などで確認してください。（図 4） 

・ドレンホースに折曲りやループ箇所又は浮上りなどがないように 

 してください。 

・ドレンホースが長い場合には適切な長さに切断して先端は開放状 

態にしてください。（ドレンホースの先端が水没しないようにして 

ください。） 

・ドレンホースを水平に設置する場合は、ドレンホースに勾配（1/50 

以上）をつけてください。 

ホースクランプ 
(付属品) 

  

単位 mm 
取付寸法図 

 

 

注）・二点鎖線は本器外形を示します。 

・制御盤外側から見た図です。 

図 2 取付寸法 

図 4 取付条件(傾き具合) 

図 3 ドレンホースの接続 
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■結 線 

●電源線、アース線 
・電源は銘板の表示電圧（単相 AC200V）に従ってください。 

危 険 

・使用電圧は単相 AC180-220V です。電源電圧が変動した場合 

でも、使用電圧を超えないようにしてください。 

・電圧が表示電圧と異なる場合には、トランスを使用し表示 

電圧となるよう変更してください。 

・端子台への接続は、圧着端子（絶縁キャップ付など）を用いて 

指定の端子へ確実に行ってください。（図 5） 

・電源接続後、端子台に付属の端子カバーを取付けてください。 

・電源には過負荷保護装置として専用の漏電ブレーカを設けて 

ください。（表 1） 

・端子台にあるアース端子を利用して、本体のアース接続 

を必ず行ってください。（図 5） 

 

●警報出力線 
警報出力状態では端子台の警報出力端子へ警報出力（無電圧 a 接点）されますので、外部電源、ランプ、

ブザーなどにより警報回路を設けることができます。 

・警報回路は警報出力の接点容量範囲内にて使用してください。 

（表2） 

・端子台への警報線接続は、圧着端子(絶縁キャップ付など)を用 

いて、指定の端子へ確実に行ってください。 

・警報線接続後、端子台に付属の端子カバーを取付けてください。 

 
 
 

■配管接続 
・ホースなどを用いて本器の入水口及び出水口に配管し、冷却水を供給してください。 

注）逆流防止弁が内蔵されていますので、入水口と出水口を間違えないように配管してください。 

  逆方向では冷却水が通水しないので注意してください。 

・ホースニップルへの接続は内径φ12mmのホースを使用し、必ずホースクランプなどで確実に固定して

ください。 

注）内径の大きなホースの使用やホースクランプで固定せずに冷却水を通水すると、接続部分からの

漏水やホースの脱落による漏水が発生する恐れがありますので注意してください。 

・金属配管部材などにより入水口及び出水口へ接続する場合は、ホースニップルを外し、接続部を清掃

してから配管してください。締付トルクは下記（表 3）の値に管理してください。 

 

注）・接続する配管の重量や振動、無理な力が接続口に 

加わらないようにしてください。 

・右記（表 3）の締付トルクを超えた使用の場合、 

配管破損や水漏れの原因となりますので注意して

ください。 

 

・点検や修理などのために冷却水の流水を遮断するバルブを設置してください。 

・配管工事の際に管のねじ切りなどを行ったときは、本器へ配管する前に管内の異物、切削粉などの除

去を行ってください。 

・ごみなどが流れてくる可能性がある場合には流入口側にストレーナ（120メッシュ程度）などを必ず

設置してください。 

・冷却水流量の確認のため、簡易的な流量計などを設置してください。 

注）適正水量を大きく超えると、内部配管の破損につながる恐れがあります。また、水量が少ない場

合は十分な冷却能力が得られなくなりますので注意してください。 

・水質の悪い冷却水を使用しないでください。（使用前に水質を確認してください：次項の水質基準を

参照） 

 

 

推奨漏電ブレーカの容量 

定格電流 定格感度電流 

5Ａ 15ｍＡ 

警報出力の接点容量 

負 荷 

電 圧 
抵抗負荷 誘導負荷 

ＡＣ250Ｖ 2Ａ 1Ａ 

ＤＣ30Ｖ 2Ａ 1Ａ 

ホースニップル取外し後 

の配管口径 
締付トルク 

Rc3/8 22～24 N･m 

表 2 

表 1 

図 5 端子台の構成 

表 3 
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■水質基準 
・本器に供給される冷却水の水質について十分に注意願います。 

・水質の悪い冷却水を使用するとラジエタ配管内壁にスケールが付着して熱交換効率が低下したり、銅

管などの配管部材が腐食して水漏れなどのトラブルを招く恐れがあります。これらを未然に防ぐため、

冷却水の水質については日本冷凍空調工業会規格による水質基準値内に管理してください。 

・冷却水に井戸水、地下水を使用する場合は、下記の『冷水系循環水、又は一過水』の基準値を必ずお

守りください。また、温泉水の使用はお避けください。 

 

日本冷凍空調工業会規格（JRA-GL02:1994）による水質基準 
 

項 目 
基 準 値  傾 向 

冷却塔による循環水※1 冷水系循環水※2、又は一過水※3 腐食 スケール生成 

1 PH(25℃) 6.5～8.2 6.8～8.0 〇 〇 

2 電気伝導率(mS/m)(25℃) 80以下 40以下 〇 〇 

3 塩化物イオン(mgCl-/l ) 200以下 50以下 〇  

4 硫酸イオン(mgSO42-/l ) 200以下 50以下 〇  

5 酸消費量(pH4.8)(mgCaCO3/l ) 100以下 50以下  〇 

6 全硬度(mgCaCO3/l ) 200以下 70以下  〇 

7 カルシウム硬度(mgCaCO3/l ) 150以下 50以下  〇 

8 イオン状シリカ(mgSiO2/l ) 50以下 30以下  〇 

9 鉄(mgFe/l ) 1.0以下 1.0以下 〇 〇 

10 銅(mgCu/l ) 0.3以下 1.0以下 〇  

11 硫化物イオン(mgS2-/l ) 検出されないこと 検出されないこと 〇  

12 アンモニウムイオン(mgNH4+/l ) 1.0以下 1.0以下 〇  

13 残留塩素(mgCl/l ) 0.3以下 0.3以下 〇  

14 遊離炭酸(mgCO2/l ) 4.0以下 4.0以下 〇  

15 安定度指数(R.S.I.) 6.0～7.0 － 〇 〇 

注）表中の〇印は、腐食あるいはスケール生成の要因となることを示します。 

注）水質に起因するトラブルにつきましては、当社では責任を負いかねますのでご了承願います。 
※1.冷却塔による循環水：熱交換後の水を大気開放式冷却塔（クーリングタワー）で散水し放熱した後、再循環させる方式に

使用される冷却水。 

※2.冷水系循環水：チラーなどによる閉回路循環水で、水温が 20℃以下で使用される冷却水。 

※3.一過水：一度熱交換器を通った水は全量排出される方式に使用される冷却水。  

 

■運 転 
・電源を入れると電磁弁が開き、冷却水がラジエタに供給され、電源ランプが点灯します。 

注) 電源を切ると冷却水が全く流れないため、専用のチラーなどを使用される場合には配管にバイパス

が必要になることがあります。（チラーの取扱説明書などで確認してください） 

注）制御盤内の温度によって、電源を入れるのと同時に、ファンが動き出す事がありますので注意して

ください。 

・本器は内蔵のサーモスタットにより制御盤内温度で運転を制御しています。本器の制御盤内側吸気口に

取付けたサーモスタットの温度が、制御盤内設定温度まで上昇するとファン運転を開始し、制御盤内設

定温度より約 4℃下がるとファン運転を停止します。 

 

 ファン運転温度 ファン停止温度 

 制御盤内設定温度 35℃ 31℃ 

注）電磁弁の動作は制御盤内温度と連動しませんのでご注意ください。 
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■表示ランプ 
本器の表示ランプは、電源の供給状態、高温警報、漏水警報の有無を表示し、現在の状態を確認する

ことができます。表示ランプとその内容は下記の３種類になります。 

表示ランプ 内  容 

電源ランプ 電源が供給状態であることを示します。 

高温警報ランプ 制御盤内温度が 45℃以上になったことを示します。 

漏水警報ランプ 漏水などで制御盤へ水が浸入する恐れが生じたことを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■電気回路図 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保守点検 

危 険 

・保守点検作業を行う場合には、必ず電源を切りファンの羽根の回転が停止してから行ってください。 

１.ドレン処理 

外部から侵入したゴミ、ほこりなどでドレンの排水が妨げ

られないようにドレンパイプ、ドレンホースの点検を行っ

てください。（図 6） 
注）ドレンパイプ、ドレンホースが詰まって排水が妨げられま 

すと、故障及び水漏れの原因となります。 

 

 

 

電源ランプ(緑) 

高温警報ランプ(橙) 

漏水警報ランプ(赤) 

ドレンパイプ周辺を清掃 

図 6 保守箇所構成（ドレンパイプ） 

 

 

記 号 名 称 

ＦＡＮ ファン 

Ｃ コンデンサ 

ＦＳ フロートスイッチ 

ＭＶ 電磁弁 

Ｘ１、Ｘ２ リレー 

 

記 号 名 称 

ＴＢ 端子台 

ＡＣ 電源 

ＥＴ アース 

ＡＬ１ 高温警報出力 

ＡＬ２ 漏水警報出力 

 

 

記 号 名 称 

ＴＨ１ 
ｻｰﾓｽﾀｯﾄ(運転制御) 
(ON:35℃ OFF:31℃) 

ＴＨ２ 
ｻｰﾓｽﾀｯﾄ(高温警報検知) 

(ON:45℃ OFF:41℃) 

ＧＬ 電源ランプ(緑) 

ＯＬ 高温警報ランプ(橙) 

ＲＬ 漏水警報ランプ(赤) 
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２.主要部品 

ファンは使用環境や使用状況により寿命（常温における連続運転での推定寿命：約 4～6 年）が異なります

ので、3～6ヶ月ごとに定期的に点検を行ってください。 

電磁弁の開閉回数は使用環境や使用状況により寿命(常温、清水における開閉寿命：1,000 万回）が異なり

ますので 3～6 ヶ月ごとに定期的に点検を行ってください。（電源を入れたときに冷却水が流れ、電源を切

ったときに冷却水が流れなくなることを確認してください。） 

●ファンの交換方法 
①カバー取付ねじ(M5×12)を外してください。 
（図 7） 

②カバーを外し、本体とカバーを接続している 
コネクタを取外してください。 

③ファンが接続されているコネクタを取外して 
ください。 

④ファン取付ねじ(M5×13)を取外し、コンデンサ、 
ファンが取付けられている板ごと外します。 

⑤交換用ファンを逆の手順で本体に取付けてくだ 
さい。 

     注）・ファン取付ねじ及びカバー取付ねじの 
締付トルクは 3～4N･m(30.6～40.8kgf･ 
cm)で行ってください。 

   ・リード線がファンにまきこまれないよう 
に注意してください。 

 

 

  サーモスタットを交換される場合は下記の手順で交換してください。 

●サーモスタットの交換方法 
①サーモスタットが接続されているコネクタを取 
外してください。（図 8） 

②サーモスタット取付ねじ(M3×6)を外して、リー 
ド線をクランプから取外してください。 
注）ねじとワッシャーをなくさないように注意 
  してください。 

③交換用サーモスタットを逆の手順で本体に取付 
けてください。 
注）サーモスタット取付ねじの締付トルクは 0.5 

～0.8N･m(5.1～8.1kgf･cm)で行ってください。 

 

■警報の種類及び復帰方法 
警報の種類 警報表示・出力 内容 復帰方法 

高温警報 
高温警報ランプ(橙)が 
“点灯”し、警報出力 
端子へ出力（自動復帰） 

制御盤内温度が 45℃以上となっ
た場合に警報出力 

冷却水路内の異物除去やファン
の交換などにより制御盤内温度
が 41℃以下になると警報出力が
解除 

漏水警報 
漏水警報ランプ(赤)が 
“点灯”し、警報出力 
端子へ出力 

本器内部の配管部より冷却水が
漏れた場合、又はドレンパイプの
目詰まりが発生しドレンパンの
水位が上昇した場合に警報出力 
（電磁弁が閉じて、冷却水の循環
が遮断されます） 

電源を切ることにより警報出力
が解除され、漏水部の修理、又
はドレンパイプの異物を除去し
ドレンパンの水位が規定値より
下降すると本器は正常に動作 

注）・警報が発生したときファンの動作は、強制停止されません。（ファンの動作は、ファン運転用サーモ 

スタットに連動します。） 

・漏水警報が出力された場合は警報状態が保持されます。警報のリセット方法は電源を切り、再度入れ

ることで解除されます。 

・警報が出力された場合は内部の漏水状況などをよく確かめ、不具合を取り除いてから警報のリセット

を行ってください。 

 

 
 

 

 

★警告表示がかすれたり、破損した場合は、警告ラベルの発注をお願いします。 第 2版この取扱説明書の内容は 2018年 10月現在のものです。 

日本製 

 

図 8 サーモスタット交換方法 

サーモスタット 
取付ねじ 
(M3×6) 

ワッシャー 

クランプ 

コネクタ 

本社／カスタマーサービスセンター 
〒431-1304 静岡県浜松市北区細江町中川 7000-21 
TEL：053-522-5572  FAX：053-522-5573 

図 7 保守部品構成（ファン） 

 

 

カバー取付ねじ 
(M5×12) 

ファン取付ねじ 
(M5×13) 

コネクタ 

（本体接続用） 

コネクタ 

（ファン接続用） 


